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ストラテジックキャピタルは、ESG課題の解決を通じた
企業価値向上を目指すアクティビストファンドです。

　
株
式
会
社
ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
キ
ャ
ピ
タ
ル
及
び
同
社
が
運
用

す
る
フ
ァ
ン
ド（
以
下「
弊
社
」）は
、日
本
証
券
金
融
株
式
会
社

（
以
下「
日
証
金
」）の
株
式
を
約
５・０
％
保
有
し
て
い
ま
す
。

 

日
本
銀
行
、財
務
省
及
び
東
証
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

 

日
証
金
へ
の
天
下
り
に
つ
い
て

 〈
天
下
り
の
状
況
〉

◆
日
本
銀
行
の
理
事
に
よ
る
天
下
り

１
９
５
０
年
の
上
場
開
始
以
降
、日
証
金
の
歴
代
社
長
は
、

現
社
長
の
櫛
田
氏
を
含
め
て
10
人
全
員
が
日
本
銀
行
の
理

事
経
験
者
に
よ
る
天
下
り

◆
日
本
銀
行
の
局
長
に
よ
る
天
下
り

１
９
８
０
年
以
降
、日
本
銀
行
の
局
長
経
験
者
か
つ
理
事
未
経

験
者
７
人
が
天
下
り
し
、全
員
が
入
社
１
ヵ
月
で
常
務
に
就
任

◆
財
務
省
に
よ
る
天
下
り

１
９
６
０
年
以
降
、財
務
省
出
身
者
が
10
人
天
下
り
し
、

全
員
が
入
社
１
ヵ
月
で
常
務
以
上
の
役
職
に
就
任

◆
東
証
に
よ
る
天
下
り

１
９
７
４
年
以
降
、
東
証
出
身
者
が
７
人
天
下
り
し
、

１
９
９
４
年
以
降
は〝
社
外
〟役
員
と
し
て
日
証
金
に
在
籍

 〈
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
か
ら
考
え
る
天
下
り
の
問
題
点
〉

【
Ｓ
】社
会
正
義
、社
会
的
規
範
に
反
す
る
。

×
官
民
癒
着
の
防
止
を
目
的
と
し
た
天
下
り
規
制
の

潜
脱
行
為
で
あ
る
。

×
日
本
銀
行
／
財
務
省
の
役
職
員
が
天
下
り
に
よ
っ

て
前
職
の
３
倍
以
上
の
報
酬
を
得
て
い
る
。

【
Ｇ
】優
れ
た
人
材
の
登
用
を
妨
げ
る
。

×
経
営
幹
部
の
人
事
が
、
そ
の
職
歴
の
み
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
て
い
る
疑
い
が
あ
り
、
対
象
者
の
能
力

や
資
質
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

×
現
に
日
本
銀
行
か
ら
の
天
下
り
で
あ
る
現
社
長
は
、

Ｒ
Ｏ
Ｅ
の
正
確
な
意
味
す
ら
理
解
し
て
い
な
い
。

×
指
名
委
員
会
は
天
下
り
を
黙
認
し
て
お
り
、
社
外

取
締
役
や
指
名
委
員
会
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
機

能
し
て
い
な
い
。

 〈
弊
社
の
対
応
〉

　
弊
社
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の「
Ｓ（
社
会
）」及
び「
Ｇ（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）」

の
観
点
か
ら
、天
下
り
は
日
証
金
の
株
主
価
値
を
毀
損
し
て

い
る
と
判
断
し
、天
下
り
人
事
の
調
査
を
求
め
る
株
主
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

◆
弊
社
の
提
案
内
容

天
下
り
を
行
っ
た
役
員
が
日
証
金
の
役
員
と
な
っ
た
経
緯
の

調
査
を
行
う
た
め
、弁
護
士
３
名
を
調
査
者
と
し
て
選
任
す

る
こ
と
。
調
査
の
対
象
と
な
る
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
櫛
田
誠
希
社
長
及
び
岡
田
豊
専
務（
日
本
銀
行
Ｏ
Ｂ
）

　
・
樋
口
俊
一
郎
副
社
長（
財
務
省
Ｏ
Ｂ
）

　
・
飯
村
修
也
取
締
役（
東
証
Ｏ
Ｂ
）

　
株
主
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、是
非
と
も
「
Ｓ
」と
「
Ｇ
」

の
観
点
か
ら
、天
下
り
人
事
の
調
査
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

日
証
金
取
締
役
会
の

 

株
主
提
案
に
対
す
る
反
対
意
見
に
つ
い
て

 〈
取
締
役
・
執
行
役
選
任
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
〉

　
日
証
金
：
昨
年
度
か
ら
役
員
選
任
プ
ロ
セ
ス
を
改
善
し
て

い
る
た
め
、過
去
の
役
員
選
任
の
経
緯
に
つ
い
て
調
査
す
る

必
要
が
無
い
。

　
弊
社
：
仮
に
役
員
選
任
プ
ロ
セ
ス
が
昨
年
度
か
ら
適
切
に

改
善
さ
れ
た
と
し
て
も
、社
長
を
含
む
現
役
員
が
選
任
さ
れ

た
経
緯
は
依
然
と
し
て
不
透
明
で
あ
り
、調
査
に
反
対
す
る

理
由
に
は
な
ら
な
い
。

　
日
証
金
：
役
員
に
は
公
共
的
役
割
と
証
券
・
金
融
業
務
に

関
す
る
知
見
が
求
め
ら
れ
る
が
、証
券
・
金
融
業
務
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、社
長
の
後
継
者
候
補
に
は
公
共
部

門
出
身
者
を
含
め
な
い
。
し
か
し
、公
共
的
役
割
の
重
要
性

に
は
変
化
が
無
い
た
め
、執
行
役
の
候
補
に
は
公
共
部
門
出

身
者
を
引
き
続
き
含
め
、人
物
本
位
で
選
任
す
る
。

　
弊
社
：
日
証
金
の
株
主
価
値
向
上
に
資
す
る
人
物
で
あ
れ

ば
、社
長
を
含
め
出
自
を
問
わ
ず
選
任
す
る
の
が
人
物
本
位

の
役
員
選
任
で
あ
り
、完
全
に
破
綻
し
た
主
張
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
主
張
は
、日
証
金
に
よ
る
上
記「
役
員
選
任
プ
ロ
セ

ス
の
改
善
」が
、天
下
り
へ
の
批
判
を
免
れ
る
た
め
の
上
辺
だ

け
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

 〈
実
績
・
成
果
に
つ
い
て
〉

　
日
証
金
：
Ｒ
Ｏ
Ｅ
は
着
実
に
上
昇
し
て
い
る
上
、株
主
総
利

回
り
も
近
年
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。
役
員
は
就
任
後
の
成

果
を
も
っ
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
、就
任
の
経
緯
を
問
題
と

す
る
必
要
が
な
い
。

　
弊
社
：
上
場
企
業
の
最
低
ラ
イ
ン
は
Ｒ
Ｏ
Ｅ
８
％
／
Ｐ
Ｂ
Ｒ

１
倍
が
望
ま
れ
る
の
に
対
し
て
、日
証
金
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ
４
％
／

Ｐ
Ｂ
Ｒ
０・６
倍
は
成
果
と
し
て
誇
示
で
き
る
水
準
で
は
な
い
。

 〈
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ
い
て
〉

　
日
証
金
：
過
去
の
候
補
者
に
つ
い
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報

等
、守
秘
性
の
高
い
情
報
が
調
査
を
経
て
公
表
さ
れ
れ
ば
、人
材

確
保
が
困
難
と
な
り
企
業
価
値
の
向
上
に
と
っ
て
障
害
と
な
る
。

　
弊
社
：
非
現
実
的
な
想
定
に
基
づ
く
反
論
で
あ
り
、守
秘
性

の
高
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
が
調
査
報
告
書
に
記
載
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。

 〈
他
社
事
例
と
の
比
較
に
つ
い
て
〉

　
日
証
金
：
他
社
で
は
法
令
違
反
の
疑
い
が
調
査
者
の
選
任
理

由
だ
っ
た
が
、日
証
金
は
役
員
選
任
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
法
令
違

反
等
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
た
め
、調
査
の
必
要
は
な
い
。

　
弊
社
：
東
芝
な
ど
、会
社
に
よ
る
調
査
結
果
と
第
三
者
機
関
に
よ

る
調
査
結
果
が
異
な
る
事
例
は
散
見
さ
れ
、日
証
金
に
よ
る
調
査
結

果
は
調
査
の
必
要
性
を
否
定
し
な
い
。な
お
、会
社
法
３
１
６
条
の
調

査
は
、法
令
違
反
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

執
行
役
に
対
す
る
不
当
利
得
の

 

返
還
を
求
め
る
訴
え
提
起
の
請
求
に
つ
い
て

　
１
月
18
日
、弊
社
は
、日
証
金
の
監
査
委
員
会
に
対
し
、「
責

任
追
及
等
の
訴
え
提
起
請
求
書
」を
送
付
し
ま
し
た
。
日
証
金

は
金
融
商
品
取
引
法
及
び
内
閣
府
令
に
違
反
す
る
不
適
切
な
会

計
処
理
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
結
果
、日
証
金
の
役
員
は
業
績
連

動
報
酬
を
過
剰
に
受
け
取
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、執
行
役
に
対
し
て
過
剰
に
支
払
わ
れ
た
業
績
連

動
報
酬
に
つ
い
て
、不
当
利
得
の
返
還
を
求
め
る
訴
え
を
提
起

す
る
よ
う
、日
証
金
に
請
求
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
弊
社
特
設

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://stracap.jp/proposal-for-JSF-from-sc-2022/

弊社特設ウェブサイトはこちら


